
成田空港この1年

成田空港は日本で初めて空港カーボン認証（Airport Carbon Accreditation）レベル3を取得し
た。これは、空港全体の活動により排出されるCO₂を把握するとともに、主要なステークホルダーと
ともにCO₂排出量の削減に向けた計画を策定するなどの取り組みが評価されたものである。空港
カーボン認証プログラムとは、空港管理者などを会員とす
る国際機関である国際空港評議会（ACI：Airports Council 
International）が、空港のカーボン・ニュートラルを目的とし、
空港から排出されるCO₂の管理や削減の状況を4段階で評
価する制度である。今後も空港カーボン認証プログラムを
活用しながら、ステークホルダーとの協力体制を一層強化
し、さらなるCO₂排出量の削減を進めていく。
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空港カーボン認証の各レベルにおける要求事項
［レベル1（Mapping）］・・・・・・	空港管理者が排出したCO₂の算定
［レベル2（Reduction）］・・・・・	 空港管理者が排出したCO₂を管理し、削減の達成
［レベル3（Optimisation）］・・・	空港管理者以外（航空会社など）が排出したCO₂を算定し、空港全体での

削減計画の策定
［レベル3＋（Neutrality）］・・・・	空港管理者が排出したCO₂をオフセットし、カーボン・ニュートラルの達成

NAAは公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会と、「東京2020オフィ
シャルパートナー契約（空港サービス）」を締結した。これによりNAAは東京2020エンブレムや東
京2020マスコットの使用などが可能になり、ターミナル内の装飾や掲示物をはじめ、ウェブサイト
などのデジタルメディア媒体も活用して、東京2020大会の機運醸成と成功に貢献していく。成田
空港は日本の空の表玄関として、1978年の開港以来10億人以上のお客さまにご利用いただいて

いるが、東京2020オリ
ンピック・パラリンピック
競技大会の開催にあた
り、NAAは空港サービス
のカテゴリーでのオフィ
シャルパートナーとして
重責を担う。

2018
11.21 空港カーボン認証レベル3取得

ⒸTokyo 2020

東京2020オフィシャルパートナーに2019
2.22
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B滑走路B滑走路
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A滑走路A滑走路
（4000ｍ）（4000ｍ）
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2019〜2021年度のNAAグループ中期経営計画「飛躍、未来 2021」と、成田空港が目指す空港像
である長期経営構想を合わせたNAAグループ中長期経営構想を策定した。同構想では、今後の
首都圏航空需要の増加に応えていくのは具体的な拡張計画を有する成田空港であるという認識
のもと、成田空港が目指す空港像と、それに向けた足元3カ年の取り組みをまとめた。中期経営計
画では、安全最優先という大前提の下、「徹底したお客様第一主義」「激化する空港間競争への
挑戦」「デジタル・イノベーション」の3つの主要テーマとそれに基づく6本の戦略方針を掲げ、飛
躍的な成長の実現に向けた基盤強化を推進する。

成田空港は、SKYTRAX社が実施した旅客サービスに関する国際空港評価のランキング「World 
Airport Awards 2019」の「World's Best Airport Staff」部門で、第1位を獲
得した。World Airport Awardsは、SKYTRAX社が世界中の空港で航空旅
客に対して実施しているお客さま満足度調査に基づいて選出される。また、
World's Best Airport Staffは、空港のフロントラインでお客さまに接するス
タッフ全般のサービスレベルを、態度、親しみやすさ、効率の観点で総合的
に評価。NAAは今回の受賞は、成田空港のスタッフが一丸となってサービス
向上に取り組んできたことが評価されたものと受け止めている。

成田空港の「スタッフ」がBest Airport賞

NAAグループ中長期経営構想を発表

3.27

3.28

※現時点のイメージであり、具体的な整備計画は今後の需要動向や社会情勢等を踏まえながら今後検討

航空機発着回数

50万回

航空旅客数

7500万人

貨物量

300万トン

時間値

98回

LCC就航割合

50％超

空港内従業員数

7万人

  成田空港が目指す空港像【発着回数50万回時イメージ】

NAAは、事業継続と社会貢献に積極的に取り組んでいる企業とし
て「国土強靭化貢献団体認証（レジリエンス認証）」を取得した。
社会貢献企業としては、空港初の認証となる。この認証は、事業
継続（自助）および社会貢献（共助）に積極的に取り組んでいる
企業・団体に与えられるもので、内閣官房が定めたガイドラインに
基づき創設された。NAAは「地域と共生する空港」を経営ビジョ
ンに掲げ、豊かで活力がある地域社会の実現に貢献してきた。ま
た、大規模自然災害が発生した際にも被害を最小限に止め早期
復旧を果たして安定した空港運用を図るため、事業継続計画に
基づく取り組みを進めてきており、こうした取り組みが評価されて
の認証取得となった。

「国土強靭化貢献団体認証」を取得3.29
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NAAを含む本邦4社（三菱商事、日本空港ビルデング、JALUX、NAA）は、モンゴル国政府と合
弁で設立した空港運営会社を通じて同国政府とコンセッション契約を締結し、新ウランバートル
国際空港の運営事業に参画することとなった。本件は、2018年8月の海外インフラ展開法の施行
を受けてNAAが海外空港の運営を行う第一
号案件であり、今後15年間にわたり同空港を
運営していくものである。新空港は日本から
の円借款を資金に、ウランバートル市中心部
から南方約50㎞の場所に建設され、大型機
の離着陸が可能な3600ｍ級の滑走路を備
えている。今後、新空港における供用準備作
業、現空港から新空港への移転作業を経て、
2020年上期中の開港を予定している。

成田空港に隣接する航空科学博物館は8月1日の開館30周年に合わせて展示施設を大きくリ
ニューアルするとともに、航空の仕組みを身近に体験できる「体験館」を新設した。NAAもこれに
合わせて成田空港ジオラマを中心とするNAAコーナーを大幅に刷新。空港の仕事を学ぶ「空港
を支えるプロフェッショナルたち」や空港で働
く人たちの制服を疑似体験する「制服で記念
撮影」など、子供たちがワクワクする魅力的
な新コンテンツを導入した。航空科学博物館
は、我が国の民間航空に関する機体・エンジ
ン等の展示やさまざまな体験施設をはじめ、
A滑走路を発着する航空機を間近で見られる
展望台などが整備されている人気の観光ス
ポット。

航空科学博物館が大きくリニューアル8.1

7.5 新ウランバートル国際空港運営事業に参画

LCC5社が使用している第3ターミナルを、より使いやすく快適にするため、1階到着ロビーを建物
の外側に張り出す形で約1600㎡拡張し、エントランスを設けた。これにより、出発されるお客さま
は2階、到着されたお客さまは1階に動線を分
離でき、2階出発ロビーの混雑緩和が図れる。
拡張に合わせて、バス乗車券の発券カウン
ターを2階出発ロビーから1階到着ロビーに移
設。さらに、これまで第3ターミナルにはなかっ
た手荷物宅配の受付カウンターを新設した
ほか、Wi-Fiレンタルカウンターを増設。また、
ユニバーサルデザイン対応のエレベーターを
設置する等、多くのお客さまの利便性向上を
図った。

第3ターミナルの1階到着ロビーを拡張9.5
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成田空港ではファストトラベルを推進しており、その一環として9月17日から第1ターミナル南ウイン
グで、自動手荷物預け機の本格運用を開始した。今後も順次、全てのターミナルに展開し、東京
2020オリンピック・パラリンピック競技大会までに合計72台を導入する計画である。これに合わ
せて、ターミナル出発ロビーの主要動線上に、
自動チェックイン機と自動手荷物預け機を集
中配置するエリアを設け、セルフサービス型
の新しい搭乗手続き「Smart Check-in」につ
いて促進を図る考えだ。旅客にとっては、待
ち時間の短縮によるストレス軽減、空港にとっ
ては、既存施設を最大限に活用することによ
る処理能力向上、航空会社にとっては、定時
運航率向上と省力化のメリットが期待される。

国、千葉県、空港周辺9市町、NAAの四者で構成される「成田空港に関する四者協議会」での確認
に基づき、A滑走路（4000ｍ）の発着時間が、2019年冬期スケジュールがスタートする10月27日から
1時間延長され、24時までとなった。これに合わ
せてNAAはネットワークのさらなる拡充に向け
て、この時間帯へのフライトの誘致を進めた結
果、より遅い時間に発着する定期便が多数設
定された。旅客ターミナルでは店舗の営業や
サービスの提供時間を延長。バス・鉄道などの
交通機関も、成田空港を夜間に発着する航空
便に対応するダイヤでの空港アクセスを設定
するなどで利便性向上を図ったことから、成田
空港を利用する旅の選択肢が大きく広がった。

自動手荷物預け機を本格導入9.17

A滑走路の発着時間を24時までに延長10.27

NAAは、新たな滑走路を整備することなどにより、空港の発着容量を拡大させるとともに、より利
便性の高い空港を目指す「成田空港の更なる機能強化」について、航空法に基づく空港等の変
更許可申請等を国土交通大臣あてに行った。B滑走路は北側に1000ｍ延伸して3500ｍ、その南
側に長さ3500ｍのC滑走路を新設すること
とし、2028年度末までの完成を目指す。空
港の敷地面積はこれまでより1099ha広い
2297haとなる。「成田空港の更なる機能強
化」は、日本および首都圏の国際競争力の強
化、観光先進国の実現、地域の発展のために
必要不可欠な施策であることから、この整備
を通じて、地域と空港の共生・共栄を実現で
きるように、精一杯努力していく。

「更なる機能強化」で航空法の変更許可申請11.7


